
令和６年度第４回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和７年２月１４日（金）午後２時３０分～午後４時３０分 

２ 開催場所 

  高砂コミュニティーセンター 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者   １５人 

 ⑵ 進行    熊谷市市民活動センター センター長  

         立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局   みんなでまちづくり課：板橋課長、阿部課長補佐、田沼主査、水内主事、長谷川主事 

４ 企画・協力 

 草加宿場まつり実行委員会 広報部会長 谷古宇 隆一 氏 

 草加ふささら祭り実行委員会 広報部会担当副事務局長 小勝 元貴 氏 

５ 会議の議題 

  あなたの想いを多世代に伝えるための情報発信作戦会議 

６ 公開・非公開の別 

  公開 

７ 傍聴者数  

  ０人 

８ 議事録署名人 

  上原 美香、三澤 江津子 

９ 会議の主な内容 

 〇 挨拶 

 〇 事務局説明 

・みんなでまちづくり会議と草加市みんなでまちづくり自治基本条例について 

・事例紹介（草加宿場まつり、草加ふささら祭り）について 

 〇 本日の会議進行について 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

・今年度のみんなでまちづくり会議では、第１回と第３回で地域のまちづくりの現場にお邪魔する形で開催

した。その中で意見交換をしたところ、活動を市民に知られていないという課題や、特に若い世代にまち

づくりの情報を届けたいという話があり、今回は情報発信にテーマを絞って開催することとなった。 



・まず事例紹介として谷古宇氏、小勝氏の話を伺い、その後参加者の皆さんから情報発信について取り組ん

でいること、課題に思っていることなどを話してもらう。 

・情報発信に関する聴き取り 

・チラシやポスターを作って情報発信している人 ⇒９割程度 

・ホームページを作っている人  ⇒５人程度 

・フェイスブックを活用している人  ⇒５人程度。年齢の高い方が多い。 

・インスタグラムを活用している人 ⇒４人程度。女性が多い。 

・X（旧Twitter）を活用している人 ⇒６人程度 

 〇 草加宿場まつり実行委員会 広報部会長 谷古宇 隆一 氏 

・宿場まつりは例年１０月に開催していたが、台風が多いので６月に開催することとなっている。ポスター

等についてはその２か月前くらいには作成しており、パンフレットは直前に作成する。 

・ポスターには様々なサイズがあるが、町会・自治会の掲示板はスペースを圧迫しないようA3までのサイズ

が望ましい。また、折り込みチラシはB4、チラシはA4となる。 

・ポスターは遠くから見るときや公民館など多くのポスターがあるところでも目立つよう、タイトルと日時

をはっきりとさせ、主催・後援・共催などは下の方に記載する。いつどこでやるのかを早めに告知するこ

とも大事で、細かい内容は後にして、ポスターは早めに作成する。 

・２０１２年に映画祭を開催するに当たり、協賛いただく団体や企業のPR動画を作成し、映画祭の前に放映

し宣伝するとともに、YouTubeやアコスビジョンでも放映されるようにした。後からそんなイベントをやっ

ていたのかと言われることもあり、宣伝については様々な方法を検討した。 

・SNSでは自分の名前や団体名が既に使われていて登録できないことがあるので、新しいサービスが始まった

ときには、使いたい名前で登録しておくようにしている。また、コンスタントな情報発信が重要であり、

日ごろから更新しておくと、宣伝したいことがあるときには効果が大きい。 

 〇 草加ふささら祭り実行委員会 広報部会担当副事務局長 小勝 元貴 氏 

・谷塚でITデザイン系の会社を経営する傍ら、ノウハウを活かしてふささら祭りや宿場祭りの広報に関わっ

ている。 

・ふささら祭りは草加市民まつりを前身として市制施行５０周年から開始した。元は商工会議所まつりと同

日で開催しており、一昨年初めてふささら祭り単独で開催し、今年も１１月に開催予定となっている。 

・チラシやポスターの作成では多くの情報を詰め込みがちだが、本当に皆が知りたいのは「いつどこで何を

するか」だけなので、情報を入れすぎてはいけない。色も使いすぎない方が良く、３～４色程度とし、そ

れ以上使いたいときには似た色を使うこと。実際に作成したポスターとしては赤い背景に文字とQRコード

だけを掲載したものもあり、その方が１.４倍程度アクセス数が上がった。 

・文字は大きいものは思い切り大きく、小さいものは小さくするなどメリハリをつける。 

・要素同士を近づけすぎず、適度にスペースを取って何もないところを見やすくするよう「空間をデザイ

ン」すること。 

・誰に伝えたいかを考え、それに見合った情報発信をするべき。高齢者に伝えたいのにインスタグラムで発



信しても届かない。デザインというと「自分たちでできないからやらない」という人もいるが、ITを活用

してチャレンジしてみてほしい。 

 〇 参加者からの事例紹介と質問 

・会員間での通知に困っている。はがきを使うと経費がかかるためLINEで通知しようとしたが、会員の年齢

層が高いためできない人も多い。対外的な広報としては町会に回覧をお願いしているが、どの程度効果が

あるのかは疑問に思っている。 

・会員間の通知はメーリングリストやグループLINEで行っている。イベントの広報はチラシやポスターを活

用するが、紙で配るのは限界があり、これからはSNSを活用しなければならないと感じている。 

・会員が３００人近くおり、年間のイベント数は約３０あるが、広報の基本はチラシの郵送となる。チラシ

は生協の配送のついでに配っていただくこともあるほか、ホームページでダウンロードできるようにして

いる。その他、新聞の地方版にお願いすると掲載してもらえることがある。広報の課題としては、当日申

し込みなしで参加してもらうイベントが主であるため、日程変更や中止になった際の連絡方法がある。今

は集合場所にスタッフが待機してお知らせしているが、LINE会員をできる限り増やそうとしており、６３

人ほどが登録している。 

・チラシの作成にワードやパブリッシャーといったソフトを使っているが、プロはどのようなソフトを使っ

ているのか知りたい。 

 ⇒アドビのイラストレーターやフォトショップを使用しているが、費用がかなりかかってしまう。最近

おすすめしているのはcanva（キャンバ）というソフトで、費用を抑えてしっかりとしたチラシを作り

たい場合にはチャレンジしてみてほしい。ただ、ワードやパワーポイントでも十分作成可能なので、一

番手を出しやすいものから始めるのが良い。 

・子ども食堂の広報として今年度初めて広報誌を作成し高砂小学校区を中心に配布をしたが、明確なリアク

ションは寄付が３件、ボランティアが２人だった。費用対効果としてはどの程度が適正なのかというのが

疑問。チラシの作成等にはキャンバを活用しており、テンプレートが非常に多いのが魅力。それをインス

タグラムでもお知らせしているが、更新作業の優先順位が低いのが悩みで、本来はデイリーの発信をする

べきところを、更新ワークが追い付かない。また、チラシの配布先の選定や開拓にも悩んでいる。 

 ⇒子どもがターゲットであれば学校に配布したいが、最近は学校側にお願いしても対応してもらえない

ことも多い。新聞も最近は効果が少なくなってきている。チラシの効果は２％程度と言われているの

で、商店街での掲出やSNSも併用して二重三重に行う必要もある。 

・最近はチラシを作成しても配布せず、拠点の入り口のラック等に配置している。また、ホームページをも

っと分かりやすくしたいと考えており、思い切って使用する写真を第三者目線でプロに撮影してもらうこ

とになった。さらに今後はSNSも活用していきたい。 

・教育の現場で子どもたちに地域でボランティア活動するとしたら何ができるか聞いたところ、ポスターを

作れるという子がいたが、町中によくある「まちをきれいに」といったポスターは本当に見てもらえるの

か、誰が見てくれるのかという疑問も出た。 

 ⇒ポスターには二つの目的があり、一つはそのデザインや雰囲気が、毎日その場所を通る人に見られる



ことによって象徴として染みつくというもの。そしてもう一つは本当に必要なことやメリットのあるこ

とが書いてあることによって、興味のある人に届くもの。 

 ⇒長期的に掲示されるポスターなどは雰囲気として溶け込むが、イベントなど短期的なものはいつまで

に何を知らせなければならないといったものについては、クイズなど何か引っかかるようなものを加え

ることや、文字とQRコードしかないというのも一つの手。 

・読み聞かせのイベントなどを「子育て応援サイトぼっくるん」に掲載しており、概ね予定人数は集まる。

また、公民館などで会員募集のチラシやポスターを配置しているが、さらに広げていくにはどうすれば良

いか考えている。 

・親子のイベントでチラシを４万枚程度使用し、対象者に直接届くよう幼稚園や特別支援学校で配布してい

るが、それでも文化会館のホールが埋まらない。子どもたちにも知る権利があるので、どのように子ども

たちに直接伝えられるかが課題。 

 ⇒チラシ配布が難しいのであればポスターが中心となる。目立つポスターを早めに掲示すること。 

 ⇒最近は大学生にチラシを渡しても、その場で写真を撮って返却されることもある。 

・毎回イベントのチラシを幼稚園に配布してもらっている。小学校も概ね受け取ってもらえるが、大きい小

学校では対応してもらえない場合もある。 

・キャンバの有料版を使用しているが、NPOの場合は無料で有料版が使える。 

・障がい者支援やリノベーションまちづくりなどを行っており、ターゲット層が参加するイベントに出向い

て関係者とつながることで、自分の情報が届くようにしている。子どもについても同様に、直接会いに行

く。また、個人的にLINEのオープンチャットを活用しているが、個人名がないことで個人攻撃されること

なく情報発信ができる。SNSで知り合った人同士でも個人情報を出すことなくつながりやすい。 

〇 その他の事例紹介 

・「号外ネット」について 

 地域ごとに様々なイベントやお店の情報などを発信しているサイトで、草加エリアの更新は活発。一般市

民からの情報も取り入れてお知らせしているが、間違った情報が掲載されていることもある。その際はサ

イトのフォームから正しい情報を送ると修正してもらえる。無料で主催者側からの情報提供も可能なの

で、試してみては。宿場祭りでも活用実績あり。 

・「いこーよ」について 

 号外ネット同様に様々なイベントの情報を掲載しているが、主に子ども、親子向けの情報が中心。 

・「aini」について 

 様々な有料の体験型イベントを登録できるサイトで、参加費は５０円から設定できる。熊谷でのイベント

を掲載したら、草加のご夫婦が参加してくれたこともある。 

・お祭りの来場者について 

 祭りの出演関係者、子どもが行きたがるので連れてきた親子連れ、少数のその他で構成されているため、

子どもに「行きたい」と思わせるのが重要。 

・AIの活用について 



 宿場まつりのポスターに使用されているロゴはAIで作成した。まだ不完全な部分も多いが、プロンプトを

入力するだけでロゴだけでなくイベントの企画案なども出してくれるので、ぜひ試してみて欲しい。プロ

ンプトのコツとして「〇〇をしたいので、そのプロンプトを書いてください」と指示し、その後生成され

る英文をそのままプロンプトとして使用すると良い。 

〇 会議まとめ 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

・紙によるアナログな発信方法から最新のAIまで様々な情報発信について共有できた。 

・皆さんの課題をまとめ、次回以降さらに具体的な情報発信の方法を取り上げられれば良い。 

・「こんなことに挑戦してみたらこんなことができて良かった」といった情報を紹介し合えるのがみんなで

まちづくり会議の機能として重要なので、参加者同士でぜひ名刺やチラシを交換するなど交流していただ

きたい。 

 

  


